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血清ペプシノーゲン法を用いた胃がん検診の評価

―間接X線法との比較検討―
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　老人保健法に基づく間接X線法による胃集検に血清ペプシノーゲンⅠおよびⅡの測定を併用し，合計

4,719人について検討した。血清ペプシノーゲン法（PG法）での要精検率は27.3％，間接X線法での要精

検率は16.6％であり，両検査でともに要精検と判定されたのは5.2％であった。要精検率は40歳代の26.1％

から70歳以上の50.7％へと，加齢による影響が大であった。全体の精検受診率は73.5％であった。

　異常所見としては，27人に胃がんが発見された。この他に，胃カルチノイドが1人と7人の胃腺腫が発見

された。これらを，PG法のみで要精検となった群，間接X線法のみで要精検となった群，および両者が一

致して要精検となった群に分け，各群を比較すると，胃がん有症率では，両者一致群が6.0％と有意に高率

であり，PG法単独群が有症率という点からは最も低率であった。未受診者を考慮した上での両検査併用に

よる胃がん発見率は0.78％であった。間接X線法による発見率は0.62％であり，21％の検出もれが生じる計

算になった。PGⅠ/PGⅡ比≦2.0かつPGⅠ≦30 μg/lとスクリーニング基準を厳しくすると65％の検出もれ

（発見率：0.27％）が発生した計算になり，このように検出もれが極めて多いことから，提唱されているこ

のカットオフ値を用いることは不適切と考えられた。

　以上のように老健法に基づく胃集検にPG法を応用する際には職場検診などと異なり，その要精検率が高

率となる可能性があることから，カットオフ値を含めマンパワーおよび費用効率などにいたるまで十分に考

慮した詳細な検討がなされる必要がありそうである。

　しかし，PG法単独では慢性萎縮性胃炎や胃腺腫などが発見されており，間接X線法とは検出される所見

の性質が違うことが示唆され，両法併用に意義が見いだされる可能性も示唆された。
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